





Professor Tamotsu Fujinaga, former member of IERS,  
former Professor of Psychology, passed away on January 21, 2016.


























































In Remembrance Prof. Fujinaga
栗山　容子 KURIYAMA, Yoko
● 国際基督教大学名誉教授
 Emeritus Professor of International Christian University
大井　直子 OOI, Naoko
● 国際基督教大学教育研究所■






























































た。約15年間，学会先や東京近郊で年に 1 ，2 回
メンバーの誰かが声をかけて集まりました。
　2009年から2011年まで私が担当していた「教
育心理学」の授業内で，教育研究所の公開フォー
ラムとして，藤永先生に「知能と学力」について
講演をしていただきました。偏差値万能学力観と
は何か，学力概念を考察する視点として，学力の
基底層をなす「知能」の成立と変遷の経過，テス
ト化された際の性能，理論的根拠と近年における
革新の動きを，ゆったりとした口調で説得力のあ
る講演をして下さいました。履修生100名前後と
院生や卒業生が集まり，大変好評の公開フォーラ
ムでした。
　ある時，学会活動をしっかりしているかと先生
から問われたので，「価値観のデータが集まらず
苦労をしています。」と答えました。「いろいろな
研究はあるけれど，実は同じ尺度で1960年代か
ら継時的に ICUで行われている価値観調査は貴重
だよ。それを大学行政に携わる人が分かっていな
いのが残念だ。」とおっしゃっていました。後継
者が現れるまで価値観研究プロジェクトを続けな
ければと思っているのですが。
　先生は85歳を過ぎて，心理学プロパーが最も
信頼する2013年出版の心理学事典の監修をされ
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てお忙しそうでした。そして，入院直前まで書き
続けていた最後のご著作「藤永保の『子育ち・子
育て』考－子育ち困難な時代への警鐘」は，深く
鋭い文化論の視点から現在の幼児教育を憂える藤
永先生の遺言だと思い，教育現場で少しでも伝え
ていければと思っています。
　藤永先生に出会えて，ご指導していただけたこ
とを本当に感謝しています。ありがとうございま
した。
 （大井直子）
Educational Studies 59
International Christian University
238
